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表紙：「被爆アオギリ二世」　
　　　(上牧町文化センター　東玄関横 )

上牧町ホームページ

〝
命
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る
心
〞
を
後
世
に
…

広
島
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
15
年

「
被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
」
す
く
す
く
と
…

「逃げ遅れ０
ゼロ

へ！」



22019（令和元）年 8月号

特集

逃げ遅れ０
ゼ ロ

へ！
「自助」と「共助」で命を守る
知っている情報が「０」と「１」では全く違う！
みんなで夏の災害に備えましょう
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手
作
り
ゲ
ー
ム

　楽
し
か
っ
た
ね
！

　
　
　
　
　
　ー
上
牧
幼
稚
園
ー

天
の
川
ま
で

　聞
こ
え
た
か
な
？

　
　
　
　
　
　ー
第
１
保
育
所
ー

　毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
な
つ
ま
つ
り
。

今
年
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
な
？

と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
待
つ
園
児
た
ち
。

　

　今
年
は
、〝
て
づ
く
り

　う
ち
わ
〞や
〝
は

ら
は
ら
!?

　ど
き
ど
き
★

　わ
！
な
げ
〞、

〝
て
ん
ま
で

　と
ど
け
〞と
い
っ
た
愛
情

　第
1
保
育
所
で
７
月
５
日
「
七
夕
ま
つ

り
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　園
児
た
ち
は
、婦
人
会
の
み
な
さ
ん
に

教
わ
っ
た
銭
太
鼓
を
元
気
よ
く
披
露
し
ま

し
た
。キ
メ
の
ポ
ー
ズ
も
見
事
に
決
ま
り
、

「
上
手
に
で
き
ま
し
た
」と
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、七
夕
の
由
来
に
つ
い
て
の
お

話
や
紙
芝
居
を
見
た
あ
と
、婦
人
会
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
銭
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ

せ
、手
拍
子
や
掛
け
声
を
か
け
、た
の
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

絶
え
ず
意
識
を
し
て
お
く
こ
と

こ
れ
が
大
事 

ー
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
ー

　地
震
か
ら
身
を
守
る
行
動
の
確
認
を
行

う
こ
と
で
防
災
意
識
を
高
め
、自
助
・
共
助

の
観
点
で
の
防
災
対
策
に
取
り
組
む
契
機

と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
奈
良
県
地
震
防

災
の
日
」の
７
月
９
日
、上
牧
町
で
も
住
民

の
か
た
と
職
員
を
合
わ
せ
、78
人
が
参
加
し
、

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　訓
練
を
終
え
、今
中
町
長
は
、「
絶
え
ず

意
識
を
持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。ま
ず
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、家
族
を
守
る
、

住
民
を
守
る
、自
分
が
助
か
ら
な
か
っ
た

ら
、家
族
や
住
民
を
守
れ
な
い
。そ
の
思
い

を
し
っ
か
り
も
っ
て
訓
練
に
励
ん
で
も
ら

い
た
い
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　

瑞
宝
双
光
章
受
章

宗
川
義
嗣
さ
ん

　元
奈
良
県
立
奈
良
病
院
中
央
臨
床
検
査

部
技
師
長
。
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
長
年

の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
、
春
の

叙
勲
に
お
い
て
、保
健
衛
生
功
労
と
し
て
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宗川義嗣さん

訓練を終え、
今中町長の講
評を聞く住民
のみなさんと
職員

手作りのかわいい看板！

かき氷　おいしいね！

なに　書こうかな？

机の下で頭を
守り、安全確保
をする職員

婦人会の
みなさんと
一緒に‼

元気いっぱいに銭太鼓を披露 !

たかく　つめたよ！

い
っ
ぱ
い
の
ゲ
ー
ム
な
ど
に
、園
児
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
‼

　楽
し
い
時
間
の
あ
と

は
、お
い
し
い
時
間
。イ
チ
ゴ
の
シ
ロ
ッ
プ

た
っ
ぷ
り
の
冷
た
〜
い
か
き
氷
を
食
べ
、

楽
し
い
な
つ
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
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はやく
たべようよ

　「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」の
7
月
、

県
内
各
所
で
多
彩
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、上
牧
町
で
は
7
月
11
日
、町
民
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
、ご
自
身
で
立
ち
上
げ
た
沖
縄

県
地
域
ガ
イ
ド
「
風
の
会
」を
中
心
に
活

動
さ
れ
て
い
る
比
嘉
涼
子
さ
ん
を
招
き
、

「
沖
縄
の
過
去
、現
在
、未
来
を
見
つ
め
て
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。比
嘉

さ
ん
は
過
去
の
沖
縄
戦
の
悲
惨
さ
、ご
自

身
の
地
域
ガ
イ
ド
の
活
動
を
通
じ
て
気
づ

か
さ
れ
た
沖
縄
の
差
別
と
人
権
、そ
の
う

え
で
平
和
と
人
権
は
み
ん
な
で
創
造
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

沖
縄
の
こ
と
を
伝
え
た
い

　
　
　
　
　ー
上
牧
町
民
集
会
ー

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
と
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
、
今
年
で
69
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　７
月
９
日
、
奈
良
保
護
観
察
所
と
か
つ

ら
ぎ
香
芝
地
区
保
護
司
会
の
み
な
さ
ん
が

北
葛
城
郡
・
香
芝
市
・
葛
城
市
の
６
市
町

を
訪
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
に
先
立
ち
６
日
に
は
、ア
ピ
タ
西
大

和
店
で
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
よ
う

　
　
　
　ー
滝
川
一
斉
清
掃
ー

　国
土
交
通
省
で
は
、河
川
愛
護
の
思
想

に
つ
い
て
広
く
国
民
に
周
知
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、毎
年
７
月
を
「
河
川
愛

護
月
間
」と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　こ
の
一
環
と
し
て
、毎
年
７
月
第
２
土

曜
日
を
「
大
和
川
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」と
定

め
、県
内
流
域
各
地
の
河
川
に
お
い
て
、一

斉
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　本
町
は
滝
川
河
川
敷
に
お
け
る
一
斉
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご自身の地域ガイドの活動について
講演される比嘉涼子さん

今
中
町
長
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
す
る
、
奈
良

保
護
観
察
所
長
吉
田
弘

治
さ
ん(

右)

ス
イ
カ
の
お
い
し
い
季
節
で
す

　
　
　
　
　ー
上
牧
幼
稚
園
ー

　７
月
の
お
楽
し
み
行
事
の
ひ
と
つ
、ス

イ
カ
わ
り
が
７
月
18
日
、上
牧
幼
稚
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　目
隠
し
を
し
、ス
イ
カ
を
目
指
し
て
そ

ろ
り
そ
ろ
り
…
。お
友
だ
ち
の
声
を
頼
り

に
右
？
左
？
…
。的
の
ス
イ
カ
を
目
が
け

「
エ
イ
ッ
‼
」と
力
強
く
た
た
く
と
、「
ポ

コ
」と
音
が
…
。「
や
っ
た
〜
当
た
っ
た
」と

み
ん
な
で
大
喜
び
。

　み
ん
な
で
食
べ
る
ス
イ
カ
は
格
別
。園

児
た
ち
は
、冷
た
い
ス
イ
カ
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ア
ピ
タ
西
大
和
店
で
啓

発
活
動
を
さ
れ
る
更
生

保
護
女
性
会
・
保
護
司

会
の
み
な
さ
ん

あまくて
おいしいね！

もう少し
左だよ‼

滝川に入り　　　　
作業をするみなさん
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　８
月
は
町
県
民
税(

第
２
期)

と
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
及
び
介
護
保

険
料(

第
２
期)

の
納
付
月
で
す
。

　納
期
限
は
９
月
２
日(

月)

で
す
。

★
町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て
★

　町
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は
、
み
な

さ
ん
自
身
が
自
主
的
に
納
期
限
ま
で
に
納

付
す
る
「
自
主
納
付
」
が
基
本
で
す
。
納

付
に
は
、
納
付
書
に
よ
り
納
付
場
所(

納

付
書
に
記
載)

で
納
め
る
方
法
と
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　納
め
忘
れ
た
町
税
や
保
険
料
な
ど
に
は
、

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料
や
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　ま
た
、
仕
事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な

ど
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
早
め
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！
★

　申
込
書
、
通
帳
、
届
出
印
鑑
を
持
参
の

　う
え
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き
を

　し
て
く
だ
さ
い
。

　申
込
書
は
徴
収
課
、
片
岡
台
出
張
所
、

　町
内
の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
完
了
ま
で
３
週
間
以
上
必
要
な

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
振
替
日

　各
納
期
限
月
の
月
末(

末
日

程
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。各
日
、

２
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

★
新
町
地
区

　８
月
25
日（
日
）

　午
前
10
時
か
ら

　新
町
第
一
公
民
館

★
三
軒
屋
地
区

　８
月
25
日（
日
）

　午
後
１
時
か
ら

　三
軒
屋
公
民
館

★
北
上
牧
地
区

　９
月
1
日（
日
）

　午
後
７
時
か
ら

　北
上
牧
自
治
会
館

★
下
牧
地
区

　９
月
８
日（
日
）

　午
後
７
時
か
ら

　下
牧
文
化
会
館

★
南
上
牧
・
プ
レ
ス
テ
ア
ー
バ
ン
西
大
和
地
区

　９
月
14
日（
土
）

　午
後
７
時
か
ら

　南
上
牧
公
民
館

※
会
場
の
都
合
上
、
対
象
地
区
を
設
定
さ  

　せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
町
民   

　の
か
た
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

　だ
け
ま
す
。
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、

　安
全
を
考
慮
し
延
期
す
る
場
合
は
、

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
防
災
行
政
無

　線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　政
策
調
整
課

　☎
役
場
内
線
２
９
８
番

　第
３
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月

6
日（
金
）の
午
前
10
時
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

　議
会
運
営
委
員
会
は
、
９
月
4
日（
水
）

午
前
10
時
開
催
予
定
で
す
。

　議
会
事
務
局

　☎
役
場
内
線
３
０
４
番

　児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
を
お
持

ち
の
か
た(

前
年
度
所
得
超
過
な
ど
で
全

部
支
給
停
止
者
を
含
む)

は
「
現
況
届
」、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
を
お
持

ち
の
か
た
は
「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出
期
限
内
に
提

出
さ
れ
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
期

限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　該
当
す
る
か
た
に
は
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

り
、
所
得
超
過
な
ど
で
２
年
続
け
て
支
給

停
止
と
な
る
か
た
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

★
児
童
扶
養
手
当

　

　８
月
１
日(

木)

か
ら
９
月
２
日(

月)

　ま
で

★
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

　８
月
９
日(

金)

か
ら
９
月
11
日
（
水)

ま
で

※
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の

　か
た
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
！

　未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
か
た

は
「
現
況
届
」
の
提
出
と
同
時
に
臨
時
・

特
別
給
付
金
の
申
請
の
手
続
き
も
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

★
支
給
額

　１
７
，
５
０
０
円

★
支
給
期
間

　翌
年
１
月
に
支
給
予
定

　こ
ど
も
支
援
課

　☎
43
―
５
０
３
４

　上
牧
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
町
の

現
状
や
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
と
町
長
が
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
次
の
日

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

定員・募集人数 講師 受付とき

●アイコンの見方
ところ 費用 対象者 内容 持ち物 申込・問合先 申込方法

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す

町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

は
期
限
内
に

上
牧
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は

９
月
6
日
開
催
予
定
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　奈
良
県
民
手
帳
の
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　発

　行

　奈
良
県
統
計
協
会

　サ
イ
ズ

　
　１

４
６
㎜
×
88
㎜

　ペ
ー
ジ
数

　約
２
６
０
ペ
ー
ジ

　５
０
０
円(

税
込
み)

　８
月
30
日(

金)

ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
創

　生
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　ま
ち
づ
く
り
創
生
課

　☎
役
場
内
線
２
３
２
番

　く
だ
さ
い
。（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
可
）

　Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
の
場
合
、名
前
・

　住
所
・
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、
送
信

　し
て
く
だ
さ
い
。

　社
会
教
育
課

　☎
役
場
内
線
２
５
５
番

　
　
　
　
　
　
　Ｆ

Ａ
Ｘ
76
―
１
１
９
９

　結
婚
を
希
望
さ
れ
る(

45
歳
未
満)

か

た
の
身
近
な
お
世
話
や
き
と
し
て
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
が
、
結
婚
に
向
け
て
の
悩
み
や
相
談

に
お
こ
た
え
す
る
結
婚
相
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
の
み
の
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
内
容
や
個
人
情
報
の
保
護
に

つ
い
て
は
厳
守
し
ま
す
。

　８
月
17
日(

土)

、
９
月
26
日(
木
）、

　10
月
19
日(

土)

、
11
月
３
日(

日)
、

　12
月
21
日(

土)

、翌
年
１
月
23
日（
木
）、

　２
月
15
日(

土)

　午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　２
０
０
０
年
会
館
１
階

　相
談
室

　
　こ

ど
も
支
援
課

　☎
43
―
５
０
３
４

　が
休
日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
、
翌
月
営

　業
日
）

★
督
促
手
数
料
に
つ
い
て
★

　督
促
状
を
発
送
す
る
と
、
本
税
と
は
別

　に
、
１
期
に
つ
き
１
０
０
円
の
督
促
手

　数
料
を
加
算
し
ま
す
。
督
促
を
受
け
る

　と
余
分
な
料
金
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

　必
ず
納
付
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　徴
収
課

　☎
役
場
内
線
１
２
５
番

　９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。

　「親
子
で
自
然
災
害
に
つ
い
て
備
え
ま

　し
ょ
う
」

〜
簡
単
な
家
の
模
型
を
作
っ
て

　地
震
の
揺
れ
方
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
〜

　８
月
22
日(

木)

午
後
２
時
か
ら
３
時

　30
分
ま
で

　庁
舎
西
館
３
階

　集
会
室

　菅
野
耕
三
さ
ん(

大
阪
教
育
大
学
名
誉

　教
授)

　先
着
20
組
40
名(

保
護
者
含
む)

　小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生

※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　無
料

　８
月
５
日(

月)

か
ら
９
日(

金)

ま
で

　の
平
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　ま
で
に
社
会
教
育
課
ま
で
お
申
し
込
み

家
庭
教
育
親
子
講
座
を

開
催
し
ま
す

開
催
し
て
い
ま
す
！
！

♡
結
婚
相
談
会
♡

　

ー
相
談
料
無
料

　予
約
優
先
ー

　

令
和
２
年
版

県
民
手
帳
の
予
約
受
付
開
始

　８
月
19
日(

月) 

午
後
１
時
30
分
か
ら

　３
時
ま
で

　２
０
０
０
年
会
館

　調
理
実
習
室

　ツ
ナ
の
ポ
ケ
ッ
ト
サ
ン
ド
、
マ
シ
ュ
マ

　ロ
プ
リ
ン

※
今
年
度
中
は
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　４
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
親
子

　親
子
あ
わ
せ
て
20
名

　大

　人

　２
０
０ 

円

　子
ど
も

　１
０
０ 

円

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル

　８
月
５
日(

月)

午
前
８
時
30
分
か
ら

　生
き
活
き
対
策
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で

　お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　生
き
活
き
対
策
課

　☎
79
―
２
０
２
０

　７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
県
内
各

地
で
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
街
頭

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。
い

つ
で
も
患
者
さ
ん
に
血
液
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
み
な
さ
ん
、
定
期
的
な
献
血
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　８
月
27
日(

火)

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　役
場
正
面
玄
関
前

親
子
で
作
る
お
や
つ
教
室

「
さ
あ
行
こ
う

　

　未
来
を
つ
な
ぐ

　献
血
へ
」
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　　９
月
８
日 (

日)

　雨
天
中
止

　選
手
集
合

　午
前
８
時

　開
会
式

　午
前
８
時
30
分

　上
牧
町
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　上
牧
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　町
内
在
住
、
在
勤
の
か
た
で
、
高
校
生

　以
上
の
男
女

　一
チ
ー
ム
監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
合
わ

　せ
て
20
名
以
内

　女
子
の
部
は
、
二
チ
ー
ム
以
上
の
参
加

　が
無
い
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

　８
月
25
日 (

日)

ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ

　振
興
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　社
会
教
育
課

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

(

第
一
町
民
体
育
館
内
・
月
曜
休
館
日)

　☎
78
―
０
１
１
８

　
　
地
震
か
ら
家
族
と
財
産
を
守
る
に
は
、

強
い
我
が
家
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、

そ
の
第
一
歩
が
我
が
家
の
健
康
診
断
と
も

い
え
る
「
耐
震
診
断
」
で
す
。

　
町
で
は
、木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
図
り
、

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
の
被
害
か
ら
住

民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
災
害
に
強
い

　認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人

た
ち
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
場
所
「
お
れ
ん

ぢ
カ
フ
ェ
」
を
ひ
ら
き
ま
す
。
お
れ
ん
ぢ

カ
フ
ェ
は
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
お
話
を

し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
家
族
の
か
た
の

悩
み
を
聞
い
た
り
と
…
ゆ
っ
く
り
と
く
つ

ろ
い
で
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　８
月
19
日
（
月
）午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

　Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ぷ
ら
っ
と(

２
０
０
０
年
会
館
内)

　無
料(

た
だ
し
、
飲
み
物
代
な
ど
は
各

　自
で
負
担
願
い
ま
す
）

　上
牧
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

　☎
79
―
２
０
２
０

　町
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
直
売
！

　多
数
出
品
！
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　８
月
３
日
（
土
）・
17
日
（
土
）
午
前
８

　時
か
ら
午
前
10
時
30
分
ま
で(

な
く
な

　り
次
第
終
了
）

　

　中
央
公
民
館
前
駐
車
場

　ま
ち
づ
く
り
創
生
課

　☎
役
場
内
線
２
３
４
番

定員・募集人数 講師 受付とき

●アイコンの見方
ところ 費用 対象者 内容 持ち物 申込・問合先 申込方法

〝
お
れ
ん
ぢ
カ
フ
ェ
〞

ひ
ら
き
ま
す

会
長
杯

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

「
上
牧
町
ふ
れ
あ
い
朝
市
」
開
催

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
耐
震
診
断
」
を
無
料
で
実
施
し

ま
す
。

　次
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
が
対
象

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

　た
木
造
住
宅

・
延
べ
床
面
積
が
２
５
０
㎡
以
下
の
も
の

・
２
階
建
以
下
も
の
（
地
階
を
除
く
）

　

　９
月
30
日
（
月)

ま
で

　先
着
10
件

　申
請
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
お
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
ま
ち

　づ
く
り
創
生
課
に
あ
り
ま
す
。

　ま
ち
づ
く
り
創
生
課

　☎
役
場
内
線
２
１
２
番

　地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
老
朽
化
に
伴

う
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
等
に
よ
る
被

害
の
軽
減
を
図
り
、
道
路
利
用
者
の
安
全

確
保
等
に
資
す
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
撤
去
工
事
を
行
う
か
た
に
対
し
て
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

　（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
が
対
象
）

・
道
路
の
接
地
面
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

　の
部
分
の
頂
部
ま
で
の
高
さ
が
６
０
㎝

　を
超
え
る
も
の

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断

支
援
に
つ
い
て

・
次
の
図
に
示
す
と
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

　な
ど
の
高
さ
が
道
路
境
界
ま
で
の
水
平

　距
離
よ
り
高
い
も
の

・
通
学
路
に
面
す
る
部
分

　次
の
す
べ
て
を
満
た
す
か
た

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
所
有
者
が
複
数
の
場
合
は
、
申
請
者
以

　外
の
所
有
者
の
同
意
を
得
る
こ
と

・
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

　い
る
敷
地
で
、
既
に
同
様
な
補
助
金
の

　交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
工
事
費
の
２
分
の

　１
以
内
で
上
限
10
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　９
月
30
日
（
月)

ま
で

　先
着
10
件

　事
前
に
ま
ち
づ
く
り
創
生
課
へ
ご
相
談

　く
だ
さ
い
。
対
象
と
な
る
か
確
認
後
の

　申
請
に
な
り
ま
す
。

※
注
意
事
項

通
学
路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
撤
去
工
事
補
助
に
つ
い
て
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・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
工
事
に
着
手

　す
る
前
に
補
助
申
請
を
行
い
、
補
助
金

　交
付
決
定
を
受
け
な
い
と
補
助
対
象
と

　な
り
ま
せ
ん
。

　ま
ち
づ
く
り
創
生
課

　☎
役
場
内
線
２
１
２
番

　公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で

は
、
下
水
道
法
に
よ
り
台
所
や
風
呂
場
な

ど
の
生
活
排
水
は
遅
滞
な
く
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
を
、
く
み
取
り
便
所
に
つ
い
て

は
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
を
し

て
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　水
道
部
で
は
、
下
水
道
が
使
え
る
地
域

で
、
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
に
つ

い
て
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
下
水
道
へ
接
続
す
る
と
、
悪
臭

や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
生
活
環
境
が
よ
く

な
る
ほ
か
、
側
溝
や
河
川
が
き
れ
い
に
な

り
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
下
水
道
の
役
割
を
今
一
度
ご
理
解

い
た
だ
き
、
清
潔
で
住
み
よ
い
街
に
す
る

た
め
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

　上
下
水
道
課(

下
水
道
係)

　
　
　
　

　☎
71
―
５
２
３
４

★
役

　場

　

◎
７
月
16
日（
火
）か
ら
９
月
６
日（
金
）ま
で

☆
油
絵

　サ
ン
デ
ー
パ
レ
ッ
ト

　中
央
公
民
館

　☎
76
―
３
６
１
０

　い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
児
童
虐
待

な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ

び
法
務
局
職
員
が
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　８
月
29
日(

木)

か
ら
９
月
４
日(

水)

ま

　で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
土
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

★
相
談
先

　子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

　携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
、
一
部
の

　Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可
。

　県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
そ
の

　保
護
者

★
相
談
員

　人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務

　局
職
員

　奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

　☎
０
７
４
２
―
23
―
５
４
５
７

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　水
道
水
だ
け
で
な
く
、井
戸
水(

地
下

水
）、湧
水
、雨
水
利
用
水
な
ど
を
公
共
下

水
道
へ
排
出
さ
れ
る
場
合
は
、上
牧
町
下

水
道
条
例
第
20
条
の
定
め
に
よ
り
、そ
の

内
容
を
届
け
出
し
て
い
た
だ
き
、排
出
量

に
応
じ
た
下
水
道
使
用
料
を
お
支
払
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。届
け
出
を
怠
る

と
、上
牧
町
下
水
道
条
例
第
51
条
の
定
め

に
よ
り
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　上
下
水
道
課(

下
水
道
係)

　
　
　
　

　☎
71
―
５
２
３
４

★
中
央
公
民
館

　

◎
８
月
９
日
（
金)

ま
で

☆
絵
画
ク
ラ
ブ

　ア
ト
リ
エ
28(

展
示

　ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

☆
上
牧
写
真
ク
ラ
ブ(

陳
列
ケ
ー
ス)

◎
８
月
９
日（
金
）か
ら
９
月
13
日（
金
）ま
で

☆
書
道
ク
ラ
ブ

　遊
墨
会(

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

☆
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー(

陳

　列
ケ
ー
ス
）

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
の

お
願
い

水
道
水
以
外
の
水(

井
戸
水
な

ど)

を
公
共
下
水
道
に
排
出
す

る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す

文
化
協
会
作
品
発
表
会

　健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
健
康
的

な
生
活
習
慣
の
定
着
を
推
進
す
る
た
め
に

「
け
ん
し
ん
Ｇ
Ｏ
！
ポ
イ
ン
ト
事
業
」を

行
っ
て
い
ま
す
。町
の
健(

検
）診
を
受
け

て
3
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
で
、景
品

と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　保
険
年
金
課

　☎
役
場
内
線
１
７
１
番

　生
き
活
き
対
策
課

　☎
79
―
２
０
２
０

　小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
有
用
金
属
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
「
使
用
済
み

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
し
、

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
現
在
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ア
ピ
タ

西
大
和
店
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
改
装

に
伴
う
一
時
閉
店
と
な
る
た
め
、
撤
去
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　生
活
環
境
課

　☎
役
場
内
線
１
４
６
番

け
ん
し
ん
Ｇ
Ｏ
！

　ポ
イ
ン
ト

使
用
済
み
小
型
家
電

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
撤
去
に
つ
い
て

 

 

 

 



122019（令和元）年 8月号

　３
歳
に
な
っ
た
最
初
の
４
月
か
ら
就
学
前)

　町
民
税
非
課
税
世
帯
の
０
歳
児
か
ら
２

　歳
児

　幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
の
保
育
料
に
当

　た
る
費
用(

行
事
費
や
食
材
料
費
な
ど

　は
原
則
実
費
負
担)

※
申
請
方
法
や
制
度
の
概
要
な
ど
に
つ
い

　て
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
報
紙
に
掲

　載
す
る
ほ
か
、各
施
設
を
通
じ
て
お
知

　ら
せ
し
ま
す
。

　こ
ど
も
支
援
課

　☎
43
―
５
０
３
４

鼻
に
関
す
る
講
演
会
と

無
料
相
談
の
開
催

定員・募集人数 講師 受付とき

●アイコンの見方
ところ 費用 対象者 内容 持ち物 申込・問合先 申込方法

　保
険
年
金
課

　☎
役
場
内
線
１
２
２
番

　奈
良
県
医
師
会
で
は
、
鼻
に
関
す
る
講

演
会
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　 8
月
８
日(

木)

午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で

　奈
良
商
工
会
議
所

　地
下
１
階
会
議
室

　奈
良
市
登
大
路
町
36
―
２

　講
演
「
鼻
に
関
す
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　
　〜

舌
下
免
疫
、人
工
嗅
覚
な
ど
〜
」

　北
原
糺
さ
ん(

奈
良
県
立
医
科
大
学
耳

　鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座
教
授)

☆
無
料
相
談

　鼻
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全

　般
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　担
当
医
師

　耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

　奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会
事
務
局

　☎
０
７
４
４
―
22
―
８
５
０
２

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　子
育
て
や
教
育
に
か
か
る
費
用
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、保
育
所
や
幼
稚
園
、認

定
こ
ど
も
園
な
ど
の
利
用
料
が
10
月
１
日

か
ら
無
償
と
な
り
ま
す
。

※
一
部
条
件
や
上
限
額
あ
り
。

　３
歳
児
か
ら
５
歳
児(
保
育
所
な
ど
は

「
健
康
診
査
は

  

受
け
ま
し
た
か
？
」

※
今
年
度
内
に
お
い
て
人
間
ド
ッ
ク
ま
た

　は
脳
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
１
回
限
り
の

　助
成
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
・
受
診
・
請
求
の
す
べ
て
を
翌
年

　 3
月
末
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　保
険
年
金
課

　☎
役
場
内
線
１
２
２
番

　町
が
委
託
す
る
訪
問
指
導
員
が
健
診
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　特
定
健
康
診
査
は
、
高
血
圧
や
高
脂
血

症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
の
健
診
で
す
。
特
定
健
康
診
査

を
受
診
し
て
い
た
だ
き
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

り
ま
す
。
多
く
の
か
た
に
特
定
健
康
診
査

を
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
だ
特

定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
国
民
健

康
保
険
加
入
者(

40
歳
か
ら
74
歳)
の
か

た
に
、
上
牧
町
が
業
務
を
委
託
し
て
い
ま

す
訪
問
指
導
員(

身
分
証
を
携
帯)

が
電

話
や
家
庭
訪
問
を
行
い
受
診
勧
奨
し
ま
す
。

　電
話
・
家
庭
訪
問
実
施
期
間
は
、
翌
年

　 1
月
中
旬
頃
ま
で

　曜
日
に
関
係
な
く
午
前
９
時
頃
か
ら
午

　後
５
時
頃
ま
で

◎
委
託
業
者

　創
和
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ラ

　イ
フ
株
式
会
社

★
国
民
健
康
保
険
加
入
者

◎
助
成
額

　受
診
費
用
の
４
０
，
０
０
０
円

　を
上
限
と
し
て
全
額

★
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

◎
助
成
額

　受
診
費
用
の
2
分
の
１

　

(

上
限
額
は
２
０
，
０
０
０
円)

　40
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

　加
入
者
の
か
た
と
、
後
期
高
齢
者
医
療

　保
険
加
入
者
の
か
た
で
次
の
す
べ
て
に

　該
当
す
る
か
た

○
受
診
当
日
保
険
加
入
者
で
あ
り
、
申
請
日

　に
お
い
て
保
険
税(

料)

の
未
納
が
な

　い
か
た

○
年
度
内
に
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
な

　い
か
た

※
脳
ド
ッ
ク
は
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診

　さ
れ
て
も
申
請
で
き
ま
す
。

○
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
を
特
定
健
診
、
特

　定
保
健
指
導
に
利
用
す
る
こ
と
に
同
意

　し
て
い
た
だ
け
る
か
た 

　翌
年
3
月
末
日
ま
で

　事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
受
診
前
に

　保
険
証
・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
・
質

　問
票
を
持
参
し
保
険
年
金
課
で
手
続
き  

　を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
受
診
後
、印
鑑
・

　結
果
通
知
・
領
収
証
・
振
込
口
座
の
わ

　か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

始
ま
り
ま
す
‼

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・

保
育
が
無
償
化
に
な
り
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

費
用
の
助
成



奈良県発行の「県民だより奈良」に各
市町村にまつわる、語り継がれるむか
しばなし「奈良のむかしばなし」が掲
載されています。
その「奈良のむかしばなし」が、大き
く拡大され、パネルとなり、みなさん
にご覧いただけることになりました。
夏休み期間を利用して展示しますので、
ご家族そろってぜひお越しください。
　　８月１９日 (月 ) ～３０日 (金 ) まで
　 　役場　ロビー
　 　入場無料
　　 政策調整課　☎役場内線２２２番
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町
民
ひ
ろ
ば

T
O
P
IX

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

各
種
相
談
の
ご
案
内

消
費
生
活
相
談
室

特
集

T
O
P
IX

　８
月
11
日(

日)

午
後
２
時
か
ら

　２
０
０
０
年
会
館
・
多
目
的
室

　戦
争
体
験
を
聞
く
会

　

(

語
り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集)

　映
画
会
「
ム
ッ
ち
ゃ
ん
の
詩う

た

」

　親
子
で
観
よ
う
。
平
和
を
伝
え
よ
う
。

▼
後
援

　上
牧
町

　「
か
ん
ま
き
・
平
和
の
つ
ど
い
」
実
行

　委
員
会

　☎
72
―
０
９
２
５(

芦
辺)

　８
月
22
日(

予
定)

よ
り
、
上
牧
町
の

一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
事
業

者
に
よ
る
新
し
い
電
波
の
利
用
開
始
に
伴

い
、
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響(

ノ
イ
ズ
な
ど

の
発
生)

が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
影
響
が
出
た

場
合
は
、７
０
０
㎒
利
用
推
進
協
会
に
て
、

回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

　一
般
財
団
法
人
７
０
０
㎒
利
用
推
進
協
会

　テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０
ー
7
０
０
ー
０
１
２

　（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
）

　☎
０
５
０
ー
３
７
８
６
ー
０
７
０
０

＊
受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
10
時

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
含
む
）

　９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。
県
内

４
つ
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
下
水
道
施
設
の

見
学
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
子
ど
も
向

け
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。
内
容
は
各
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
受
付

は
当
日
現
地
に
て
行
い
ま
す
。参
加
無
料
。

　９
月
７
日(

土
）・
８
日(

日)

午
前

　10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

(

受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
８
日(

日)

の
み
、

　宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
吉
野
川
浄
化

　セ
ン
タ
ー
は
７
日(

土)

の
み
開
催

　【
浄
化
セ
ン
タ
ー
】（
大
和
郡
山
市
）

　☎
０
７
４
３
―
56
―
２
８
３
０

　【
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
】（
広
陵
町
）

　☎
56
―
３
４
０
０

　【
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
】（
宇
陀
市
）

　☎
82
―
５
７
２
５

　【
吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
】（
五
條
市
）

　☎
０
７
４
７
―
22
―
８
６
３
１

　と
て
も
貴
重
な
講
演
会
で
す
。
若
い
か

た
大
歓
迎
！
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
無
料
で
す
。

下
水
道
施
設
見
学
会

〜
下
水
道
っ
て
な
あ
に
〜

第
13
回

　

か
ん
ま
き
・
平
和
の
つ
ど
い

テ
レ
ビ
視
聴
に
関
す
る

重
要
な
お
知
ら
せ

上牧町の「五軒屋の雨乞い地蔵」
　他３９点を展示

奈良のむかしばなし展
初企画！　昔話を通して　家族愛を育もう！
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　　８
月
24
日(

土)

午
前
10
時
か
ら
午
後

　４
時
ま
で

　

　ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈
良

　

(

橿
原
市
城
殿
町
４
３
３)

　介
護
・
建
設
・
バ
ス
・
警
備
業
・
タ
ク

　シ
ー
・
鉄
筋
分
野
の
業
界
団
体
に
よ
る
、

　建
設
機
械
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
・
介
護

　ス
ー
ツ
な
ど
を
活
用
し
た
仕
事
体
験
会

　の
ほ
か
、
観
光
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど

　の
展
示
を
実
施
。
予
約
不
要
。
無
料
。

　右
記
の
仕
事
分
野
に
興
味
の
あ
る
か
た

　奈
良
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

　☎
０
７
４
２
―
32
―
０
２
０
８

　「働
き
方
」
が
変
わ
り
ま
す
！

　奈
良
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　当
日
は
出
張
相
談
会(

無
料)

も
実
施
。

　相
談
会
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　８
月
７
日(
水)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　３
時
30
分
ご
ろ
ま
で

　

(

午
後
１
時
か
ら
受
付)

※
個
別
相
談
会
は
、
午
後
４
時
か
ら

定員・募集人数 講師 受付とき

●アイコンの見方
ところ 費用 対象者 内容 持ち物 申込・問合先 申込方法

　☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
―
５
５
１
３

　９
月
２
日(

月)

よ
り
業
務
開
始

◎
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
る
と
・
ベ
ル

　精
神
障
が
い
者

　斑
鳩
町
神
南
５
ー
14
ー
14

　☎
43
―
５
５
４
１

　Ｆ
Ａ
Ｘ
70
―
１
５
７
８

　社
会
福
祉
法
人 

萌
は
、
精
神
障
が
い

の
あ
る
か
た
が
た
の
支
援
を
通
し
て
、
誰

も
が
生
き
活
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

心
豊
か
な
社
会
の
創
造
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、出
店
・

作
品
展
示
・
催
し
物
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
・
関
係
機
関
・
家
族
の
人
達
へ
感
謝
を

伝
え
る
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　８
月
31
日(

土)

午
前
10
時
か
ら
午
後

　２
時
ま
で

　雨
天
決
行

　斑
鳩
町
中
央
公
民
館

　

(

斑
鳩
町
龍
田
南
２
ー
２
ー
43)

　社
会
福
祉
法
人 

萌

　

　地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ー
ぶ
る

　斑
鳩
町
神
南
５
ー
14
―
14

　

　☎
75
―
６
５
４
５

　上
牧
町
を
含
む
西
和
７
町
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
か
た
が
援
護
を
受
け
た
い
時

や
、
相
談
し
た
い
時
に
相
談
が
で
き
る
場

所
と
し
て
、
相
談
支
援
事
業
を
特
定
非
営

利
法
人 

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
な

つ
ぼ
し
、
社
会
福
祉
法
人 
萌
「
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
ぽ
る
と
・
ベ
ル
」、
社
会
福

祉
法
人 

在
友
会
「
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

お
は
な
」に
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

「
特
定
非
営
利
法
人 

権
利
擁
護
支
援
セ
ン

タ
ー
な
な
つ
ぼ
し
」
と
「
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
お
は
な
」
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。「
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
る
と
・
ベ
ル
」
の
移

転
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
特
定
非
営
利
法
人 

権
利
擁
護
支
援
セ 

　ン
タ
ー
な
な
つ
ぼ
し

　身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者

　

(

新)

三
郷
町
立
野
南
２
ー
９
ー
13
ー

　５
０
５

　☎
72
―
２
３
９
０

　Ｆ
Ａ
Ｘ
72
―
２
３
９
１

　新
住
所
に
て
業
務
開
始
し
て
い
ま
す
。

◎
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
お
は
な

　身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者

　

(

新)

上
牧
町
片
岡
台
２
ー
６
ー
10

　

　ダ
イ
コ
ー
プ
ラ
ザ 

１
Ｆ

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所

に
つ
い
て

第
９
回

　

西
和
ふ
れ
あ
い
祭
り
開
催

あ
な
た
を
待
っ
て
る
☆

し
ご
と
フ
ェ
ス
タ
開
催

　大
和
高
田
商
工
会
議
所

　会
議
室

　《
第
１
部
》

　「
働
き
方
」
が
変
わ
り
ま
す
！

　「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
の
わ
か
り
や

　す
い
解
説

　

　坂
本
公
則
さ
ん(

社
会
保
険
労
務
士)

　《
第
２
部
》

　さ
あ
始
め
ま
し
ょ
う
「
健
康
経
営
」

　〜
ゼ
ロ
円
投
資
で
ス
タ
ー
ト
可
能
〜

　荒
木
義
雄
さ
ん(

社
会
保
険
労
務
士)

　会
社
名
、
所
在
地
、
受
講
者
の
名
前
、

　連
絡
先
、
セ
ミ
ナ
ー
会
場
名
、
個
別
相

　談
申
込
の
希
望
の
有
無
、
専
門
家
派
遣

　の
希
望
の
有
無
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　奈
良
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０
―
４
１
４
―
８
１
１

　Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
―
23
―
３
９
１
８

　

https://w
w
w
.nara-sr.com

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

出
張
相
談
会
開
催
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町
民
ひ
ろ
ば

T
O
P
IX

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

各
種
相
談
の
ご
案
内

消
費
生
活
相
談
室

特
集

T
O
P
IX

レシピ　栄養教諭　鍵谷千加さん・学校栄養職員　岡上沙耶さん

親子でマルシェ

Oyako de MARCHE

No,１５
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町
民
ひ
ろ
ば

T
O
P
IX

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

各
種
相
談
の
ご
案
内

消
費
生
活
相
談
室

特
集

T
O
P
IX
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定員・募集人数 講師 受付とき

●アイコンの見方
ところ 費用 対象者 内容 持ち物 申込・問合先 申込方法
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町
民
ひ
ろ
ば

T
O
P
IX

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

各
種
相
談
の
ご
案
内

消
費
生
活
相
談
室

特
集

T
O
P
IX

募

集

募

集

　時
間
を
調
整
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　展
示
の
部

　先
着
40
名

　発
表
の
部

　先
着
８
組

※
た
だ
し
、
受
付
開
始
時
点
で
定
数
超
過

　の
場
合
、公
開
抽
選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　上
牧
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　

　ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所

　☎
78
ー
９
９
０
０

　

(

月
曜
日
が
祝
日
の
時
は
翌
日
が
休
館
日)

　高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に

向
け
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　10
月
26
日(

土)
か
ら
28
日（
月
）ま
で
、

文
化
セ
ン
タ
ー(

中
央
公
民
館
・
ペ
ガ
サ

ス
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー)

で
開
催
の
、
上
牧
町

文
化
祭
に
展
示
す
る
作
品
を
住
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　ま
た
、
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
演

技
な
ど
を
披
露
す
る
発
表
に
つ
い
て
は
、

11
月
３
日(

祝)

に
開
催
し
ま
す
。

　30
分
以
内
で
準
備
・
披
露
・
片
づ
け
が

で
き
る
出
し
物(

催
し
物)

を
募
集
し
ま
す
。

　８
月
６
日(

火)

か
ら
12
日(

月)

ま

　で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

※
文
化
セ
ン
タ
ー
内
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事

　務
所
、電
話
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　町
内
在
住
の
か
た

　展
示
の
部
は
、
絵
画
・
工
芸
・
手
芸
・

　書
道
・
造
花
・
写
真
な
ど
、
壁
や
机
な
ど

　を
使
っ
て
展
示
出
来
る
も
の
で
、
作
品
数

　は
一
人
一
点
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　発
表
の
部
は
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で

　舞
台
を
使
っ
て
披
露
で
き
る
出
し
物

　な
ど
、
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

※
た
だ
し
、
音
楽
を
必
要
と
す
る
出
し
物

　は
、Ｃ
Ｄ
な
ど
の
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
参
加
人
数
、
演
目
に
よ
り
出
演

　い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
過
ご
す
た
め
に

は
、
運
動
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
若
い
時
に

運
動
し
て
い
た
か
た
で
も
、
年
齢
を
重
ね

る
と
徐
々
に
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
き

ま
す
。
年
齢
に
応
じ
た
運
動
の
方
法
を
学

び
、
日
々
の
生
活
で
続
け
ら
れ
る
運
動
を

楽
し
く
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　９
月
５
日
（
木
）
か
ら
10
月
24
日(

木)

　の
毎
週
木
曜
日(

全
8
回)

　
　
　
　

　午
後
2
時
か
ら
3
時
30
分
ま
で

　２
０
０
０
年
会
館

　機
能
訓
練
室

　
　町

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
か
た
で
、

　運
動
に
支
障
が
あ
る
心
疾
患
な
ど
の
治

　療
中
で
な
い
か
た
先
着
15
名

※
た
だ
し
、
申
し
込
み
が
8
名
に
満
た
な

　い
場
合
は
教
室
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
申
し
込
み
が
定
員
を
上
回
る
場

　合
は
、
今
年
度
１
回
目
の
教
室
に
参
加

　さ
れ
た
か
た
は
ご
辞
退
い
た
だ
く
場
合

　が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　８
月
５
日(

月)

か
ら
８
日(

木)

ま
で
の

　午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

　の
間
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口

　ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
79
―
２
０
２
０

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
教
室

〜
運
動
習
慣
を
つ
け
る
教
室
〜

参
加
者
募
集
！

ペ
ガ
サ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

文
化
祭
展
示
作
品
と
発
表
の
募
集

　公
募
開
始
年
４
月
１
日
現
在
で
、
40
歳

　か
ら
64
歳(

第
２
号
被
保
険
者)

の
か

　た
２
名
、
65
歳
以
上(

第
１
号
被
保
険

　者)

の
か
た
２
名

　10
月
１
日
か
ら
計
画
策
定
業
務
が
終
了

　す
る
ま
で
の
概
ね
１
年
半
程
度

　町
内
在
住
の
被
保
険
者
の
か
た
、
介
護

　保
険
に
関
心
の
あ
る
か
た
で
平
日
の
会

　議
に
出
席
可
能
な
か
た

　（
会
議
は
６
回
程
度
）

　応
募
用
紙
に
住
所
、
名
前
、
生
年
月
日
、

　電
話
番
号
、
作
文
「
高
齢
者
の
保
健
福

　祉
及
び
介
護
保
険
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

　を
テ
ー
マ
に
８
０
０
字
以
内
で
記
入
し
、

　８
月
５
日(

月)

か
ら
15
日(

木)

必

　着
で
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
へ
持
参
ま

　た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
ご

　応
募
く
だ
さ
い
。

　応
募
用
紙
は
、
２
０
０
０
年
会
館
、
生

　き
活
き
対
策
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

　で
き
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

★
選
考
方
法

　書
類
審
査

　生
き
活
き
対
策
課
・
介
護
保
険
係

　〒
６
３
９
ー
０
２
１
４

　上
牧
町
上
牧
３
２
４
５
番
地
１

　☎
79
―
２
０
２
０

　Ｆ
Ａ
Ｘ
79
―
２
０
２
１

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

委
員
募
集

平成３０年度の様子
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　受
験
票
お
よ
び
採
用
試
験
要
項
は
、
政

　策
調
整
課
人
事
係
で
交
付
し
ま
す
。

※
受
験
申
込
書
な
ど
の
交
付
期
間
は
、
８

　月
５
日(

月)

か
ら
23
日(

金)

ま
で

　の
土
、
日
、
祝
を
除
く
午
前
８
時
30
分

　か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

※
受
験
申
込
書
、
受
験
票
お
よ
び
採
用
試

　験
要
項
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　し
た
も
の
で
受
験
申
込
を
す
る
場
合
は
、

　Ａ
４
版
の
白
紙
用
紙
に
、
縮
小
や
拡
大

　を
せ
ず
に
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

★
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書(

町
指
定
の
様
式
、写
真
貼
付)

②
受
験
票(

町
指
定
の
様
式
、写
真
貼
付)

※
①
、
②
に
貼
付
の
写
真
は
、
申
込
前
３

　か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の(

上
半
身

　脱
帽
、
正
面
向
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、

　貼
付
す
る
前
に
写
真
裏
面
に
氏
名
を
記

　載
の
こ
と)

③
受
験
資
格
Ⅰ
に
該
当
す
る
人
は
、
最
終

　学
歴
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

　受
験
資
格
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
資
格

　の
写
し

　受
験
資
格
Ⅲ
に
該
当
す
る
人
は
、
職
務

　経
験
申
立
書

④
受
験
票
返
信
用
封
筒(

長
形
３
号

　

(

23.5
㎝
×
12
㎝
の
封
筒)

に
82
円
切
手

　を
貼
付
し
、
宛
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

※
こ
の
受
験
に
関
す
る
提
出
書
類
は
返
却

　３
月
31
日
ま
で)

の
う
ち
３
年
間
以
上
の

　期
間
「
土
木
ま
た
は
建
築
に
係
る
民
間
企

　業
な
ど
で
の
職
務
経
験
」
を
有
す
る
人
※
１

※
１

　Ⅲ
の
受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　次
の
と
お
り
で
す
。

　

1
．「
土
木
ま
た
は
建
築
に
係
る
民
間
企

　業
な
ど
で
の
職
務
経
験
」
と
し
て
認
め

　る
要
件
は
、
民
間
企
業
、
自
営
業
、
公

　務
員
な
ど
に
お
け
る
土
木
工
事
な
ど
の

　専
門
職
と
し
て
の
従
事
経
験(

施
工
計

　画
、
工
事
監
理
、
施
工
監
理
、
測
量
な

　ど)

が
あ
る
人
で
す
。

2
．
職
務
経
験
期
間
は
、
正
社
員
、
正
規

　職
員
で
あ
っ
た
期
間
に
限
り
ま
す
。

　（
派
遣
社
員
、
臨
時
・
非
常
勤
の
社
員
・

　職
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
期
間
は
含

　め
ま
せ
ん
）

3
．
１
年
以
上
継
続
し
た
職
務
経
験
が
複

　数
あ
る
場
合
は
通
算
す
る
こ
と
が
で
き

　ま
す
が
、
同
一
期
間
内
に
複
数
の
職
務

　に
従
事
し
た
場
合
は
、
一
方
の
み
の
職

　歴
と
な
り
ま
す
。

４
．
休
職
、
休
業
期
間
は
、
職
務
経
験
期

　間
か
ら
除
算
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

(

注
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

　受
験
で
き
ま
せ
ん
。

(1)
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人(

準

　禁
治
産
者
を
含
む)

(2)
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を

　令
和
元
年
度
上
牧
町
職
員
採
用
試
験

(

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定)

を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

★
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　

　技
術
職(

土
木
・
建
築)

　若
干
名

★
受
験
資
格

　次
の
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　る
か
た

Ⅰ
．
１
９
８
４
年(

昭
和
59
年)

４
月
２
日

　以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に

　よ
る
４
年
制
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門

　学
校
・
高
等
専
門
学
校
で
土
木
職
ま
た
は

　建
築
職
に
必
要
な
専
門
課
程
を
修
め
て

　卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
２
０
２
０
年

　

(

令
和
2
年)

３
月
３
１
日
ま
で
に
卒

　業
見
込
み
の
人

Ⅱ
．
１
９
８
４
年(

昭
和
59
年)

４
月
２
日

　以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
土
木
職
に

　あ
っ
て
は
「
１
級
若
し
く
は
２
級
土
木

　施
工
管
理
技
士
」「
測
量
士
補
以
上
」「
技

　術
士
補
以
上
」、
建
築
職
に
あ
っ
て
は

　「
１
級
若
し
く
は
２
級
建
築
士
」「
１
級

　若
し
く
は
２
級
建
築
施
工
管
理
技
士
」

　の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

Ⅲ
．
１
９
８
４
年(

昭
和
59
年)

４
月
２
日

　以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
直
近
５
年
間

　（
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

定員・募集人数 講師 受付とき

●アイコンの見方
ところ 費用 対象者 内容 持ち物 申込・問合先 申込方法

上
牧
町
職
員
募
集

　受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

(3)
上
牧
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分

　を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を

　経
過
し
な
い
人

(4)
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

　た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

　張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

(5)
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
在
留
資
格

　に
お
い
て
就
職
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
人

★
第
１
次
試
験

　一
般
教
養
試
験

　９
月
22
日(

日)

午
前
９
時
30
分
か
ら

　正
午
予
定(

受
付
時
間

　午
前
９
時
か

　ら
午
前
９
時
30
分
ま
で)

　上
牧
町
役
場

 

・
合
格
発
表

　10
月
上
旬
に
合
否
に
か
か

　わ
ら
ず
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
合
格
者
に
は
、
第
２
次
試
験
の
日
時
な

　ど
の
通
知
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

★
第
２
次
試
験

　論
文
試
験
・
適
性
検
査

　10
月
中
旬
予
定

 

・
合
格
発
表

　11
月
上
旬
に
合
否
に
か
か

　わ
ら
ず
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
合
格
者
に
は
、
第
３
次
試
験
の
日
時
な

　ど
の
通
知
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

★
第
３
次
試
験

　面
接
試
験(

個
別)

　

　11
月
中
旬
予
定

 

・
合
格
発
表

　12
月
上
旬
に
合
否
に
か
か

　わ
ら
ず
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

　上
牧
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
、
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　し
ま
せ
ん
。
な
お
、
提
出
書
類
な
ど
に
よ

　り
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
今
回

　の
採
用
試
験
実
施
の
た
め
に
の
み
用
い
、

　そ
れ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　８
月
13
日(
火)
か
ら
23
日(

金)

ま

　で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

　分
ま
で(

た
だ
し
、
土
、
日
を
除
く)

※
受
付
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
受
験
者
自

　ら
に
よ
る
直
接
提
出
、
ま
た
は
郵
送
に

　よ
る
方
法
と
し
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
に

　よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

　郵
送
に
よ
る
場
合
は
、８
月
23
日(

金)

　消
印
有
効
と
し
ま
す
。

※
不
備
な
ど
が
あ
る
と
き
は
受
付
で
き
な

　い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　〒

６
３
９
―
０
２
９
３

　奈
良
県
北

　葛
城
郡
上
牧
町
大
字
上
牧
３
３
５
０
番
地

　上
牧
町
役
場

　政
策
調
整
課

　人
事
係

　☎
76
ー
１
０
０
１(

役
場
内
線
２
３
６
番
）

★
受
験
票
の
交
付

　提
出
さ
れ
た
返
信
用

　封
筒
に
よ
り
受
験
票
を
返
送
し
ま
す
。

　受
験
票
が
９
月
５
日(

木)

ま
で
に
届

　か
な
い
場
合
は
、
政
策
調
整
課
人
事
係

　ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
第
１
次
試
験
当
日
に
は
、
受
験
票
を
必

　ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

★
給
与
そ
の
他(

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在)

　現
行
の
初
任
給
月
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　一
般
行
政
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　大
学
卒

　１
８
０
，
７
０
０
円

　来
年
度
の
上
牧
幼
稚
園
児(

１
・
２
・
３

年
保
育)

を
募
集
し
ま
す
。

《
１
年
保
育
》
２
０
１
４
年(

平
成
26
年)

４
月

　２
日
か
ら
２
０
１
５
年(

平
成
27
年)

４
月

　１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
町
内
在
住
の
幼
児

《
２
年
保
育
》
２
０
１
５
年(

平
成
27
年)

４
月

　２
日
か
ら
２
０
１
６
年(

平
成
28
年)

４
月

　１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
町
内
在
住
の
幼
児

《
３
年
保
育
》
２
０
１
６
年(

平
成
28
年)

４
月

　２
日
か
ら
２
０
１
７
年(

平
成
29
年)

４
月

　１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
町
内
在
住
の
幼
児

　１
年
保
育

　若
干
名

　２
年
保
育

　若
干
名

　３
年
保
育

　60
名
程
度

　９
月
３
日(

火
）・
４
日(

水
）の
午
前

　９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　上
牧
幼
稚
園

▼
保
育
時
間

　

★
平
常
保
育

　午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　２
時
30
分
ま
で

★
午
前
中
保
育(

第
１
・
第
３
・
第
５
水
曜
日)

　午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

《
３
歳
児
・
４
歳
児
・
５
歳
児
》

★
平
常
保
育(
給
食
日
）

　１
学
期
の
み

　火
曜
日
は
弁
当
日
に
な
り
ま
す
。

※
３
歳
児
も
５
月
か
ら
、
４
歳
児
・
５
歳

　児
と
同
じ
保
育
時
間
に
な
り
ま
す
。

園
児
募
集
に
つ
い
て

　保
育
料
は
無
料
で
す
。

　

(

給
食
費
な
ど
諸
経
費
は
実
費
と
な
り

　ま
す)

◎
そ
の
他

★
平
常
保
育
の
日
と
夏
期
休
業
中
の
預
か

　り
保
育
実
施
日
は
、
午
後
４
時
ま
で
預

　か
り
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

★
入
園
願
書
受
付
期
間
中
は
自
由
に
参
観

　し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

★
入
園
願
書
は
、
こ
ど
も
支
援
課
と
上
牧

　幼
稚
園
で
８
月
１
日(

木)

か
ら
配
布

　し
ま
す
。
な
お
、
願
書
の
受
付
は
上
牧

　幼
稚
園
の
み
で
行
い
ま
す
。
印
鑑
を
受

　付
の
際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

(

今
年
度
か
ら
住
民
票
謄
本
の
提
出
は

　不
要
と
な
り
ま
し
た)

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の

　来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
入
園
後
の

　バ
ス
の
送
迎
に
つ
い
て
は
、
園
の
方
針

　に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　こ
ど
も
支
援
課

　☎
43
―
５
０
３
４

　上
牧
幼
稚
園

　☎
32
―
０
７
０
０

　短
大
卒

　１
６
１
，
３
０
０
円

※
初
任
給
は
、
採
用
前
の
経
歴
な
ど
に
応

　じ
て
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
際
、職
務
経
験
期
間
の
確
認
の
た
め
、

　職
歴
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
類
の
提
出

　を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　給
料
の
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、

　住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉

　手
当
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ

　て
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
最
終
合
格
発
表
か
ら
採
用
ま
で 

(1)
最
終
合
格
者
は
、
第
３
次
試
験
合
格
発

　表
日
に
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に

　登
載
し
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
採
用

　の
予
定
で
す
。

(2)
最
終
合
格
者
以
外
に
成
績
上
位
者
か
ら

　補
欠
合
格
者
を
決
定
す
る
こ
と
が
あ
り

　ま
す
。
最
終
合
格
者
か
ら
辞
退
が
生
じ
た

　場
合
、
補
欠
合
格
者
の
成
績
上
位
者
か
ら

　最
終
合
格
者
の
繰
上
補
充
を
行
い
ま
す
。

(3)
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
限
は
、
合
格

　者
の
決
定
日
か
ら
１
年
間
有
効
で
す
。

★
そ
の
他 

(1)
受
験
に
際
し
、
虚
偽
そ
の
他
不
正
が
判

　明
し
た
場
合
は
、
合
格
を
取
り
消
す
こ

　と
が
あ
り
ま
す
。

(2)
試
験
当
日
は
、
受
験
票
お
よ
び
筆
記
用
具

　を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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定員・募集人数 講師 受付とき

●アイコンの見方
ところ 費用 対象者 内容 持ち物 申込・問合先 申込方法

まきっ子塾 で
いっしょに勉強しようよ‼

　まきっ子塾は、小学１年生から３年生を対象に、家庭学習の支援や保護者のかたの負担
軽減を目的に行っています。
　水曜日の放課後１時間程度、小学校の特別教室などを利用して勉強しています。
　３～４人の児童に対して１人の学習アドバイザーが学習支援を行うグループ学習で、
少人数でのきめ細やかな指導を行っています。宿題からはじめ、終わったら復習のため
にまきっ子プリントをします。
　終了時間には保護者のみなさんに必ずお迎えに来ていただたきます。学童に通われて
いるお子さんは学童まで送り届けています。

☆すごく楽しく参加している。
☆わからないところを、わかるまで教
　えていただき助かっています。
☆ていねいに教えてもらえてうれしい。
☆仕事が遅いので、宿題が終わってい
　ると助かります。(保護者より)

《問合先》
社会教育課　　    ☎７６－１００１(役場内線２５５番)
上  牧  小 学 校    まきっ子塾　　☎０９０－１１３０－６５７３
上牧第二小学校 　まきっ子塾　　☎０９０－１１３０－６７５６
上牧第三小学校 　まきっ子塾　　☎０９０－１１３０－７３５４

☆宿題以外のプリントができてたのしい。
☆まきっ子塾に行った日だけは、「宿題し
　なさい」と言わずに済みます。
☆子どもが楽しそう。ほめてもらえるの　 
　で勉強に意欲的になった。(保護者より)

参加を希望するかたは、社会教育課、または各小学校にお問い合わせください。

２学期は、９月11日( 水）から はじまります。
みなさんの参加を待ってます‼
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　吉
井
豊
康
斉
さ
ん

　町
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
か
た

　10
名
程
度

　８
月
30
日(

金)

ま
で
に
上
牧
町
立
文

　化
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

　く
だ
さ
い
。

　上
牧
町
立
文
化
館

　☎
76
―
４
０
５
０

T
O
P
IX

広告

広告

田島ぶどう園田島ぶどう園（奈良交通上牧町役場前）（奈良交通上牧町役場前）

TEL･FAX.0745－77－2919TEL･FAX.0745－77－2919

上牧町三軒屋上牧町三軒屋

宅配も承ります宅配も承ります
（クロネコ）（クロネコ）

広告

　中
央
公
民
館

　実
習
室

　裁
縫
道
具
、
も
の
さ
し
、
は
さ
み

　８
月
１
日(

木)

か
ら
７
日(

水)

ま

　で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

　電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　三
木

　０
８
０
―
３
７
７
０
―
１
０
０
４

　貝
原

　０
９
０
―
９
８
８
６
―
６
５
５
８

　中
央
公
民
館(

月
曜
休
館
日)

　

　☎
76
―
３
６
１
０

★
生
花
教
室

　毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　

　午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

　無
料(

花
代
１
回
９
０
０
円
自
己
負
担)

　吉
井
豊
生
さ
ん

★
茶
道
教
室

　毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　

　午
後
１
時
30
分
か
ら

　３
時
30
分
ま
で

　無
料(

茶
菓
子
代
１
回

　４
０
０
円
自
己
負
担)

　
手
を
動
か
し
な
が
ら
頭
も
働
か
せ
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
自
分
で
作
っ
た
作
品
を
飾
っ
て
み
た
り

軽
く
て
便
利
な
バ
ッ
グ
を
作
っ
た
り
し
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
か
た

　各
ク
ラ
ス

　10
名

　
◎
日
曜
ク
ラ
ス

　

　午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　９
月
１
日
、
15
日
、
29
日
、
10
月
６
日
、

　20
日(

計
５
回)

　
◎
火
曜
ク
ラ
ス

　

　午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　９
月
３
日
、
10
日
、
10
月
１
日
、
８
日
、

　22
日(

計
５
回)

　★
フ
ァ
ス
ナ
ー
で
作
る
三
角
型
小
物

　
　材

料
費

　５
０
０
円

　★
お
も
し
ろ
ポ
ー
チ

　
　材

料
費

　８
０
０
円

　★
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
の
ペ
ン
ケ
ー
ス

　
　材

料
費

　１
，
１
０
０
円

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

体
験
会
募
集
の
お
知
ら
せ

上
牧
町
立
文
化
館

文
化
教
室
参
加
者
募
集
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～がん検診、受けていますか？～
　日本人の 2人に 1人ががんになると言われています。
上牧町の死因の第一位は「がん」※(１) です。全体の約 50％のかたががんで亡くなっています。
特に症状がないから大丈夫。検診なんて必要ない。なんて思っていませんか？
症状が出てからでは、進行している場合もあります。がん細胞は、発生してから10～30年かけて1㎝まで大きくなり、
例えば、乳がんでは早期のがんは2㎝までですが、1㎝から2㎝まで大きくなるのに1～ 2年といわれています。
仮にがんになっても、早期がんの状態で治療することで 9割が完治するといわれています。つまりがんを早期
の状態で発見するためには、検診を 1年毎 (乳がん・子宮頸がん検診は 2年毎 )に受けることが大切です。
　また、検診を受けて、精密検査が必要と判定されたら、チャンスと考え、自分のため、そして心配してくれ
る周りの人のためにもすぐに精密検査を受けるようにしましょう。
　令和元年度は「春の検診」として６月に集団検診を実施しました。まだ、受診していないかた、秋に受けよ
うと思っていたかた、秋の集団検診の募集が始まります。　※(１）平成 28年度調べ

＊乳がん・子宮頸がん検診 (集団 )：２０００年会館　集団検診室＊
と　き 受付時間 対象者 費　用 申込方法 検査方法

乳がん検診
(定員40名 )
子宮頸がん検診
(定員80名 )

８月２６日
(月 )

・乳がん、子宮頸がん両方受診
　 9：00 ～ 10：０0まで
・乳がん、子宮頸がんどちらか受診
　10：00～ 10：30まで

乳がん検診
40歳以上 (1979年
12月31日以前の
生まれ )で誕生年が
西暦奇数年生まれ
子宮頸がん検診
20歳以上 (1999年
12月31日以前の
生まれ )で誕生年が
西暦奇数年生まれ

1 , 0 0 0 円
《75歳以上(※
1944年 (昭和
19年 )12月 31 日
以前生まれの
かた)は500円》

８月６日 (火 )
８：30から、
生き活き対策
課窓口か電話
でお申し込み
ください。
※申込開始日
で定員に達す
ることもあり
ます。

乳がん検診
マンモグラフィ

子宮頸がん検診

頸部細胞診・
内診

乳がん検診
(定員８０名 )
子宮頸がん検診
(定員80名 )

９月５日
(木 )

・乳がん、子宮頸がん両方受診
　13：15～ 14：15まで
・乳がん、子宮頸がんどちらかを受診
　14：15～ 14：45まで

<秋の集団検診＞保健福祉センター（2000 年会館）集団検診室　　　　　　

　お申し込みは、８月２０日（火）～３０日（金）
　早期に予約がいっぱいになる可能性がありますので、
お早めにお申し込みください。例年実施している 11月
3日のペガサスフェスタでは肺がん検診を実施しません
ので、この集団検診が最後となります。
（※ )今年度初めて集団検診と同時に、歯周病検診 (40 歳～
70歳になるかた )を受けられるようになりました。かかり
つけの歯科医のないかた、しばらく口の中を診てもらって
いないかた、ぜひこの機会に歯周病検診を受けましょう。

＜個別検診も実施しています＞
①胃がん (内視鏡検査 )検診　②大腸がん検診　③肝炎ウイルス検診　④乳がん検診　
⑤子宮頸がん検診　①～③は受診期間が 10月末まで、④⑤は 2月末までとなって
いますので、希望されるかたは生き活き対策課で申請 (大腸がん検診・乳がん検診・
子宮頸がん検診は片岡台出張所でも可能 )のうえ、早めに受診してください。

＜ヘルシー教室・健康講演会＞
　検査データが気になるなあ…。生活習慣を見直したいが、どうしたらいいのかわからない。一人ではちょっと…。
というかた、私たちと一緒に健康づくりをはじめませんか？
　8月 29日 ( 木 ) の健康講演会を第一回目とするヘルシー教室を実施します。健康講演会のみのご参加も可能です。

詳しくは
今月の折込みチラシを

ご覧ください。

元気講座
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室 ＊【要予約】妊婦さんあつまれ・パパもあつまれ！ (教室 )：２０００年会館＊

と　き 対象者 内容など 申込方法
A：８月３０日 (金 )
13：30～ 15：30 妊婦とその夫

(パートナー )
※妊婦のみの参
加もＯＫ

妊娠中の食事について、沐浴体験、妊婦体験
《場所》２０００年会館　　集団検診室
《持参品》母子健康手帳

　　
　　生き活き対
　　策課窓口ま
　　たは電話で
　　お申し込み
　　ください。B：９月３日 (火 )

13：30～ 15：00

助産師による安産のコツ、先輩ママとの交流
《場所》２０００年会館　　集団検診室
《持参品》母子健康手帳

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

＊乳幼児相談：２０００年会館　集団検診室＊
と　き 受付時間 対象者 内容など

乳児相談
８月６日
（火）

13：30～ 15：00
１歳になるまでの
乳児と保護者

計測・相談（育児・発達・離乳食など）
14：00から14：15までは交流会（ふれ
あい遊び、保護者の交流）を行います。交流
会の時間は計測を一時中断します。
【持参品】母子健康手帳

幼児相談
８月１６日
(金 )

９：00～ 11：30
１歳から就学前ま
での幼児と保護者

計測・相談（育児・発達・食事など）
【持参品】母子健康手帳

＊相談事業＊
と　き 受付時間 ところ 内容など

【要予約】
成人健康相談

８月２７日
（火）

①  ９：00～ 11：30
② 13：30～ 16：00

２０００年会館
相談室１

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・生活習慣
病を改善したいなど、何でもお気軽にご相談
ください。

認知症相談
８月２８日
(水 )

13：30～ 15：30
２０００年会館
相談室１

電話か窓口でお申し込みください。
当日でも相談できますが、お待ちいただく場
合があります。ご了承ください。

ささゆりルーム
相談日

８月２３日
(金 )

13：30～ 15：00
アピタ西大和店

２階
ささゆりルーム

(対象者 ) 乳幼児と保護者
(乳幼児）計測・相談（育児・発達・食事など）
【持参品】母子健康手帳

★問合先：生き活き対策課　☎79-2020　　ところ：2000年会館★

＊乳幼児健康診査：２０００年会館　集団検診室＊
と　き 受付時間 対象者

３か月児健康診査 ８月２日
（金）

13：30～ 14：00 平成３１年４月生まれ

10か月児健康診査 個人通知します 平成３０年10月生まれ

１歳８か月児健康診査
８月２１日
（水）

１２：４５～13：１５ 平成２９年11月・１２月生まれ

ぼくの愛車です‼
(１歳８か月児健康診査 )

はじめまして‼　自己紹介中です‼
(３か月児健康診査 )
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ペガサスホール　催しのご案内 
場所 日 催し名 開演時間 終演(予定) 入場方法 問合先

大ホール ８月18日(日) カラオケサロン 水蓮　　
第２回 カラオケコンサート（感謝祭） 11時 18時30分 無料

ｶﾗｵｹｻﾛﾝ 水蓮
☎ 77-8803
水草　美智子

☎ 090-8798-8451

エントランス
ロビー

８月1日(木)
  ～15日(木)

平和祈念資料展
「もう・・・あの悲

なみだ

涙は流すまい
伝えゆく記憶　－舞鶴ー」

9時 17時 無料
政策調整課
☎76-1001

役場内線238番

上牧町上牧３２４１　　☎　７８－９９００　　FAX　７８－９９０９　　問い合わせ時間　午前９時～午後５時
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）　　年末・年始（12/27～1/5）

子育て情報をより身近に
子育てアプリ「マチカゴ」、8月1日 配信スタート！！
　妊娠期の方や０歳から５歳の乳幼児の保護者を対象に子育て支援情報アプリを配信します。
　（スマートフォン・タブレット　端末用）
　「居住地・子どもの年齢」を登録することで、イベント・予防接種・検診・手続き等の必要に応じた情報を
受け取ることができます。
　利用方法は、「マチカゴ」ホームページより、アプリをダウンロードし、ご利用ください。

マチの子育てアプリ「マチカゴ」の特徴
・居住地とお子さまの年齢に合わせた情報の取得が可能　
・「カレンダー機能」「通知機能」「予約機能」を搭載
  カレンダーや通知で予定を管理。リマインド機能もあるため、予防接種等の
受け忘れや行政手続きを忘れないことにもつながります。
　また、カレンダーの共有機能により、家族間での情報共有がスムーズに行えます。 https : //machikago.town/
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図書館通信
新刊
紹介

L i b r a r y  c o mm u n i c a t i o n

ゴリラの森、言葉の海
  ●山極寿一・小川洋子 著／新潮社

奈良時代、民衆への救いとして仏教
の教えを広めようとするも、その影
響力を恐れられ朝廷より弾圧を受
けてしまう。それでも修行を続け民
の救済を願い続ける行基の、幼年
期から東大寺大仏建立、そして入寂
までの一生を描いた歴史小説です。

〈 図書館の開館時間 〉 午前９時から午後５時まで ☎78-9903

8/8 5//
（月）

9/9 2//
（月）

13
（火）

19
（月）

26
（月）

31
（土）

　今月の特集でも取り上げましたが、近年、豪雨

などによる被害が想像もつかないほど甚大なも

のとなっています。それらを踏まえ、「警戒レベ

ル」が見直されました。「ここは大丈夫だろう」「まだまだ大丈夫！」とつい思いが

ちですが、何かあってからでは避難できません。注意深く情報を集め、早め早めの

行動を取れるよう、日頃から準備をしておくことが大切です。あの西日本豪雨か

ら１年が経ち、得た教訓を胸に、災害から命(身)を守りましょう。

編集後記

M のつぶやき

８月のお話し会はありません。
次回は、９月３日(火)
午前10時30分～になります。

行基 菩薩とよばれた僧
　　●岳　真也 著／角川書店

女優としてだけではなく作家として
も才能あふれる著者が、日本とフラ
ンスを行き来した60年の歳月の中
で気がついた宝物とは何か。過去の
思い出から現在の心境まで、エピソ
ードとともに読みやすい文章で綴っ
たエッセイ集です。

孤独という道づれ
　 ●岸　惠子 著／幻冬舎

ゴリラだけではなくチンパンジーや
オランウータンなどの霊長類と人間
の行動を比較しつつ、野生動物の
研究者でもある霊長類学者と言葉
を駆使する作家が、様々な視点から
動物の行動について縦横無尽に語
り合った対談集です。

1 2

3 4

８月のお話会ピーターパン

図書館カレンダー
休館日のお知らせ

上牧町ホームページ・図書館ページ
から蔵書検索ができます。

※本、ＡＶ資料は期限内に返却しましょう。

※毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
毎月末日（休館日にあたる時はその翌日も休館）

９９９個の卵から生まれたおたまじ
ゃくしたちは、みんな無事にかえ
るに成長し毎日仲良く元気にすご
しています。そんなきょうだいた
ちが夜空を眺めていると流れ星が
あらわれて…。 ９９９ひきシリーズ
５冊目です。（児童書・絵本）

９９９ひきのきょうだいの
ほしをさがしに
木村　研 著／ひさかたチャイルド

大規模な展覧会で有名なコレクシ
ョンを見るのも感動しますが、ふら
りと地域にある資料館を訪れて思
わぬ魅力に気づく時間も捨てがた
い。考古学や仏像だけではない、
奈良県にある個性あふれるミュー
ジアム53館を紹介しています。

奈良のミュージアム
　 ●松田真一 著／雄山闇

図
書
館
通
信
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　チケットの高額転売が禁止に！
　　～チケット不正転売禁止法 が
 　　  2019 年 6月 14日からスタート

もし急用や急病で行けない場合は転売できる？

　これまでチケットの転売は、「ダフ屋行為」 
として各都道府県の迷惑防止条例で取り締られてきまし
た。ダフ屋行為とは、転売する目的でチケットを購入した
り、会場周辺でチケットを転売したりすることです。近年
は、インターネットにおいて誰もが容易にチケットを転
売できるようになりましたが、インターネット上での売
買は、迷惑防止条例で取り締まることのできる「公共の
場所又は公共の乗り物」での売買に該当しません。そのた
め、そういった「ダフ屋行為」に加え、インターネット上
でのチケットの不当な高額転売等を禁止するため、「特定

　転売できるサービスを提供している正規（公式）のリセールサイトを通じて定価で
転売することが可能です。リセールサイトでは公演が延期や中止になったときには払
い戻しなどの補償もきちんと受けられます。

　　　　  注意してください！

　消費者相談では、公式サイトと勘違いして海外の転売サイトでチケットを購入した
が、定価よりかなり高額だったとか、高額な手数料を取られた等の苦情が多く寄せら
れています。サイト運営事業者の所在地、連絡先、チケットの価格、手数料や送料、配送
予定日、キャンセルに関するルールなどをしっかり確認してから契約しましょう。　
　　　　　　　　　　　　　　　                       　　(政府広報オンラインより一部抜粋)

「チケット不正転売禁止法」の対象外は？
① 招待券などの無料で配布されたチケット
② 転売を禁止する旨の記載がないチケット、
③ 販売時に購入者または入場資格者の確認が行われていないチケット
④ 日時の指定のないチケットなど「特定興行入場券」に該当しないもの

興行入場券の不正転売の禁止等による興行入場券の適正な流通の確保に関する法律」
（通称「チケット不正転売禁止法」）が、2019 年6月14日からスタートしました。



■広報「かんまき」の広告／広報「かんまき」の紙面に町の財源確保の
一環として申し込み順に有料広告を掲載しています。これらについて
は町が広告主の利用を特別に推奨したり、その内容を保証するもので
はありませんので、ご利用にあたってはご自身の判断でお願いします。
掲載ご希望のかたは、毎月５日までに広告案を持参のうえ、政策調整課
へお申し込みください。 (内容により掲載できない場合もあります）

法律相談

上牧町主催（偶数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／2・4・6・8・10・12月の第１水曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（予約制・随時予約）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／政策調整課　☎役場内線261番
中南和法律相談センター（奇数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／1・3・5・7・9・11月の第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（相談日2週間前より予約受付）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／奈良弁護士会　☎0742-22-2035

人権相談
●担　当／人権擁護委員
●と　き／毎月第2金曜日　午後1時～4時
●ところ／2000年会館
●内　容／人権問題全般
●問合先／社会教育課　☎役場内線253番

行政相談
●担　当／行政相談委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／役所の仕事について全般
●問合先／政策調整課　☎役場内線261番

納税相談
●担　当／徴税吏員
●と　き／毎月第２水曜日 午後1時～3時30分
●ところ／役場１階　徴収課
●定　員／申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／町税と介護保険料、後期医療保険料について
●申込・問合先／徴収課　☎役場内線125番

生活自立相談
●担　当／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
●と　き／毎月第２木曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／2000年会館
●内　容／生活に困っている、仕事が見つからない、
 経済的にお困りのかたへの相談・支援
●問合先／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター☎0120-85-1225

消費生活相談
●担　当／消費生活相談員
●と　き／毎週火曜日 午後１時～５時
 毎週木曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／上牧町役場１階相談室
●と　き／毎週月曜日 午後１時～５時
 毎週水曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／河合町役場２階相談室
 （河合町での相談もできます）
●内　容／消費生活問題全般・多重債務問題
●問合先／政策調整課　☎役場内線261番
土・日・祝日に利用できる消費生活相談窓口
消費者ホットライン　
相談受付時間　午前10時～午後4時　188(局番なし）
公益社団法人　全国消費生活相談員協会　
東京　土・日　午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 ☎03-5614-0189
大阪　日曜日 午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 ☎06-6203-7650
公益社団法人　日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
東京  　日曜日　午前11時～午後4時☎03-6450-6631
関西分室  土曜日　午前10時～午後4時☎06-4790-8110

教育相談
●担　当／学校指導主事
●と　き／毎週火曜日 午後１時30分～４時
●相　談／電話による相談
●内　容／教育問題全般
●問合先／教育総務課　 ☎役場内線119番

各種相談のご案内

町の木

世帯数
男　性
女　性

9,977
10,637
11,757

（＋ 23）
（＋   1）
（－   6）

合　計 22,394（－   5）

まき 町の花 ゆり

町の動き
令和元年6月末日現在

地域密着型で効率的な広告

月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまき
上牧町役場政策調整課　　0745-76-1001

●掲載料…1枠 1万円／2枠 2万円
※この見本の大きさは１枠です 高さ55mm×幅82.5mm

お店の広告は広報紙で

見本

上牧町は非核・平和都市宣言の町です

※（　）は前月比

◆上牧町ホームページ　http://www.town.kanmaki.nara.jp/
◆Eメール　seisaku＠town.kanmaki.lg.jp
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　８月10日は「帽子の日」です
　これからの季節、ジリジリ照り付ける太陽を避ける必需品として「帽子」が重宝しますよね。
最近では、年齢を問わずおしゃれに被り、ファッションの一つともなっていますね。
　では、なぜ８月 10日が「帽子の日」かというと、「ハッ（８）ト（10）」（hat）の語呂合わせで、全日
本帽子協会によって制定されたそうです。
　帽子の歴史は古く、烏

え ぼ し

帽子や頭巾など階級の象徴や防暑、防寒、防塵または
戦闘防御用として頭を保護する役割として用いられていました。明治時代になり、
今に近い帽子となってきたようです。
　帽子＝hat（ハット）というのはみなさんご存じだとは思いますが、では、他の
国では何と言うのでしょうか？ちょっと気になったので調べてみました！
　★フランス　chapeau（シャポー）　　　    　★ド  イ ツ　hut （フート）
　★イタリア　cappello（カッペッロ）　　       ★ スペイン　sombrero （ソンブレーロ）　など
当たり前ですが、国によって全然違いますね。雑学として覚えておくのもいいかも‼
　それと、帽子のマナー、知っていますか？　男性と女性では違いがあって、男性は屋外でも人と挨
拶をする時には帽子を取るのがマナーで、女性は、帽子が髪飾りと見なされるようで室内でも被った
ままでもいいとされているようです。この夏、自分だけの帽子を探しに出かけてみませんか？（諸説あり）




